


要約:学習障害発生のハイリスク群である学童期極低出生体重児の知能発達の推移を 4 歳

と 6 歳の WPPSI 知能検査、小学 1 年(6-7 歳)の WISC-R 知能検査の結果を分析することで

検討した。研究対象は神経学的後障害のない極低出生体重児 85 例である。極低出生体重

児群の平均 IQ 値は標準平均であった。4 歳、6 歳で認めた動作性優位の乖離の高率(動作

性優位の乖離の約 2 倍)は、小 1 では言語性優位の乖離とほぼ同率になった。評価点 7 点

未満の下位領域の出現率が高い(16%以上)は動作性知能では 3 期間を通じてなかった。し

かし、言語性知能では、「算数」と「類似」が 3 期間を通じて出現率が高かった。極低出

生体重児の知能発達は学習障害における認知発達の「遅滞モデル」の側面を示し、かつル

ーケの言う「右から左モデル」の前提と一致することか示唆された。


